
          

              

７

月

８

日(

月)

釜

石

市

役

所

市

長

室

に

て

、「

公

共

交

通

施

策

に

関

わ

る

緊

急

要

請

」

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

地

方

ロ

ー

カ

ル

線

を

守

る

市

町

村

の

会

の

代

表

の

村

上

幸

三

郎

他

１

名

、

岩

手

県

交

通

労

働

組

合

の

大

坪

勝

利

委

員

長

他

２

名

、

全

自

交

岩

手

地

方

本

部

釜

石

支

部

の

今

野

徹

支

部

長

他

１

名

、

連

合

岩

手

釜

石

・

遠

野 

地

域

協

議

会

の

小

島

議

長

他

１

名

、

合

計

１

１

名

の

市

長

要

請

行

動

に

な

り

ま

し

た

。 

 

各

々

の

団

体

か

ら

要

請

書

を

手

交

し

、

冒

頭

、

地

協

の 

  

         

            

 

小

島

議

長

か

ら

、

当

地

区

の

現

状

を

ア

フ

タ

ー

コ

ロ

ナ

、

物

価

高

、

少

子

化

の

課

題

等

を

踏

ま

え

、

釜

石

市

に

お

け

る

緊

急

支

援

の

必

要

性

を

強

く

訴

え

ま

し

た

。 

そ

の

後

、

各

団

体

か

ら

現

状

認

識

と

課

題

、

そ

れ

に

関

わ

る

要

請

案

件

の

提

案

が

行

わ

れ

ま

し

た

。 

⑴  
「

地

方

ロ

ー

カ

ル

線

の 
 

維

持

・

発

展

を

通

じ

た

地

域

活

性

化

を

創

造

す

る

た

め

の

要

請

書

」【

➀

国

鉄

改

革

時

の

ス

キ

ー

ム

を

踏

ま

え

、

赤

字

ロ

ー

カ

ル

線

の

問

題

を

地

方

の

課

題

に

切

り

縮

め

る

こ

と 

           

            

 

な

く

、

未

来

の

日

本

全

体

の 

鉄

道

の

あ

り

方

を

国

策

と

し

て

議

論

す

る

た

め

市

と

し

て

あ

ら

ゆ

る

方

面

へ

働

き

か

け

る

こ

と

。

➁

イ

ン

フ

ラ

整

備

を

あ

ら

ゆ

る

方

面

に

働

き

か

け

る

こ

と

。
】 

⑵ 

「

交

通

政

策(

路

線

バ

ス 

事

業)

に

関

す

る

緊

急

要

請)

」

【

➀

高

齢

者

等

の

交

通

弱

者

に

対

す

る

福

祉

の

観

点

か

ら

、

路

線

バ

ス

利

用

時

の

公

費

助

成

の

拡

大

を

図

る

こ

と

。

➁

高

齢

者

の

自

動

車

運

転

免

許

証

の

自

主

返

納

者

に

対

す

る 

割

引

制

度

を

導

入

す

る

こ

と

。 

          

の

自

主

返

納

者

に

対

す

る

利

割

引

制

度

を

導

入

す

る

こ

と

。

➂

市

内

公

共

交

通

機

関

へ

の

支

援

を

拡

充

す

る

こ

と

。

➃

新

紙

幣

、

新

貨

幣

に

対

応

し

た

I
Ｃ

機

器

導

入

の

た

め

支

援

金

の

拡

充

を

図

り

、

事

業

者

負

担

を

減

ら

す

こ

と

。
】 

⑶ 

「

交

通

政

策(

タ

ク

シ

ー 

事

業)

に

関

す

る

緊

急

要

請)

」

【

➀

高

齢

者

等

の

交

通

弱

者

に

対

す

る

福

祉

の

観

点

か

ら

、

タ

ク

シ

ー

利

用

時

の

公

費

助

成

の

拡

大

を

図

る

こ

と

。

➁

高

齢

者

の

自

動

車

運

転

免

許

証

の

自

主

返

納

者

や

障

が

い

者

の

利

用

に

対

し

て

補

助

金

の

拡

大

を

図

る

こ

と

。

➂

タ

ク

シ

ー

業

者

へ

の

支

援

の

拡

充

を

図

る

こ

と

。

➃

人

員

確

保

の

た

め

、

運

転

者

募

集

活

動

費

用

の

補

助

制

度

を

整

備

す

る

こ

と

。

➄

釜

石

地

区

の

公

共

交

通(

タ

ク

シ

ー

、
バ

ス

、

鉄

道

)

の

利

用

促

進

に

向

け

た

釜

石

市

独

自

の

輸

送

力

強

化

の

対

策

を

講

じ

る

こ

と

。
】 

 

そ

の

後

、
小

野

市

長

か

ら

、

日

頃

、

地

方

交

通

を

維

持

さ

れ

て

い

る

方

々

に

対

す

る

感 

謝

の

意

と

釜

石

市

と

し

て

市 

          
   

                     

  

民

の

移

動

手

段

を

守

る

こ

と

の

重

要

性

を

認

識

し

、

人

口

減

少

下

、

共

に

知

恵

を

絞

っ

て

対

応

し

て

い

き

た

い

と

の

発

言

が

あ

り

ま

し

た

。 

             

 

地
域
の
公
共
交
通
を

守
ろ
う

! 

地
域
交
通
三
団
体 (

連
合
地
協
と
の
連
名) 

か
ら 

市
長
に
要
請
書
を
提
出 

7
月
８
日 

 
 

 
 

 
 

 

( １ ) 地 方 ロ ー カ ル 線 を 守 る 市 町 民 の 会  

 村 上 会 長  及 川 氏  

 

( ２ ) 岩 手 県 交 通 労 働 組 合  大 坪 委 員 長 、 藤 井

副 委 員 長 、 山 崎 釜 石 支 部 長  

 

(３ )全 自 交 岩 手 地 方 本 部 釜 石 支 部  

今 野 支 部 長 、 松 田 氏

 

 

連 合 岩 手 釜 石 ・ 遠 野 地 域 協  

Ｎ E Ｗ Ｓ Ｌ Ｅ Ｔ Ｔ Ｅ Ｒ 第 4 4 号

発 行 人  小 島  安 友  

編 集 人  菊 池  利 行  

 2 0 2 ４ . 7 . 1 6  発 行  

 

 

小 野 市 長 と 小 島 議 長  

 

 

 

2024 平和集会 

 釜石地区 7 月 23 日(火) 
  18:00～ 釜石教育会館駐車場 

 遠野地区 7 月 2４日(水) 
18:00～ 遠野教育児童会館駐車場 

 

平 松 副 市 長 、平 野 市 民 生 活 部 長 、推 薦 議 員 の 菊 池 秀 明 市 議 、

三 浦 一 泰 市 議 も 同 席 し ま し た 。  



岩教組 、県職 労、 C O O P 共済。協力 に感謝 です。  

         

  

６

月

１

日

滝

沢

市

、

春

子

谷

地

湿

原

に

て

、「

連

合

第

二

の

森

の

植

林

活

動

」

か

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

１

０

０

人

を

超

え

る

参

加

者

の

中

、
釜

石
・

遠

野

地

域

協

議

会

か

ら

は

、

日

鉄

労

組

の

山

口

さ

ん

、

板

澤

さ

ん

、

釜

石

・

遠

野

地

協

事

務

局

長

が

参

加

し

ま

し

た

。 

今

に

も

泣

き

だ

し

そ

う

な

天

気

の

中

、

県

下

各

地

か

ら

集

合

し

た

仲

間

が 

心

地

よ

い

汗

を

流

し

ま

し

た

。 

終

了

後

は

、

豚

汁

と

お

に

ぎ

り

の

昼

食

交

流

会

に

な

り 

ま

し

た

。

久

し

ぶ

り

の

ビ

ニ

ー

ル

シ

ー

ト

に

座

っ

て

の

会

食

に

岩

手

山

も

な

に

が

し

か

喜

ん

で

い

る

よ

う

で

し

た

。 

  

  

 

  

   

釜

石

・

遠

野

地

協

は

、

鵜

住

居

復

興

ス

タ

ジ

ア

ム

で

開

催

さ

れ

る

ホ

ー

ム

ゲ

ー

ム

に

対

し

て

街

頭

宣

伝

行

動

を

随

時

行

っ

て

き

ま

し

た

。

市

民

応

援

の

一

助

に

な

れ

ば

と

の

願

い

を

繋

げ

て

い

ま

す

。 

さ

て

、

５

月

２

５

日

に

行

わ

れ

た

入

れ

替

え

戦

(

対

ク

リ

タ

ウ

オ

ー

タ

ー

ガ

ッ

シ

ュ

戦

)

を

４

１

対

２

６

で

勝

利

し

来

期

も

D
２

の

カ

テ

ゴ

リ

ー

で

、

そ

し

て

鵜

住

居

復

興

ス

タ

ジ

ア

ム

で

試

合

が

行

わ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。 

一

時

は

、

ど

う

な

る

か

と

は

ら

は

ら

し

ま

し

た

が

、

釜

石

・

遠

野

地

域

協

議

会

は

、

地

域

支

援

活

動

の

一

環

と

し

て

、

引

き

続

き

応

援

し

て

い

き

ま

す

。

が

ん

ば

れ

! ! 

地
域
支
援
行
動 

 

― 

日

鉄

釜

石

シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ

ス
を
応

援

し
ょ
う 
― 

 

お
め
で
と
う
! 

 

D
２
残
留

! 

雨 の 予 報 の 中 、速 や か に 活

動 が 始 ま り ま し た 。 !  

岩 手 山 を バ ツ ク に 植 林 の 終 了

で す 。  

森

「
尾
崎
半
島
火
災
現
場
」
へ
の
植
樹

５
月
２
５
日
（
土
） 

昨
年
に
引
き
続
き
開
催 

自
然
の
再
生
力
を
再
度
実
感

! 

 
 

尾

崎
半

島

火

災

現

場

植
林

活

動

は

、
晴

天

の
下

、
実

施

さ
れ

ま

し

た

。
１

年

に
３

０

セ

ン

チ
メ

ー

ト
ル

も

育

つ

と
い

う

説

明

を
聞

い

て
、
成

長

す

る
こ

と

を

心

か

ら

願

い
な

が

ら

、
一
本

一

本
丁

寧

に

植

林
し

ま

し
た

。
鹿

の

害
が

は

び

こ

る
現

場

で
す

。
今

後

も
継

続

す
る

こ

と

の

必
要

性

を

感

じ
ま

し

た
。 

     

 

県

の

補

助

事

業

が

昨

年

の

３

月

で

終

了

し

ま

し

た

が

、 

補

植

の

必

要

性

も

あ

る

こ

と

で

、

釜

石

地

方

森

林

組

合

と

協

議

の

上

、

コ

ロ

ナ

感

染

予

防

対

策

を

取

り

な

が

ら

、

実

施

の

運

び

に

な

り

ま

し

た

。 

こ

れ

ま

で

、

山

林

再

生

に

あ

た

っ

て

、

釜

石

・

遠

野

地

協

で

は

植

樹

活

動

の

ほ

か

に

も

被

災

木

を

活

用

し

た

グ

ッ

ズ

の

製

作

な

ど

で

も

支

援

を

続

け

て

き

ま

し

た 

今

年

で

通

算

５

回

目

と

な

る

植

樹

で

す

。

１

０

名

の

参

加

が

あ

り

、

釜

石

地

方

森

林

組

合

の

高

橋

幸

男

理

事

の

指

導

の

下

、

急

勾

配

の

斜

面

に

植

林

を

し

ま

し

た

。

鹿

に

よ

る

被

害

で

、

茶

色

に

変

色

し

た

苗

木

や

、

硬

い

岩

場

の

中

で

、

根

つ

か

な

か

っ

た

苗

木

を

一

本

一

本

確

認

し

な

が

ら

の

補

植

活

動

に

な

り

ま

し

た

。

余

り

に

も

広

い

山

火

事

の

現

場

を

眺

め

な

が

ら

補

植

の

必

要

性

と

継

続

性

を

強

く

感

じ

ま

し

た

。 

今

年

は

、

一

本

１

８

３

円

の

苗

木

を

２

０

０

本

購

入

し

地

協

と

し

て

補

植

事

業

に

協

力

し

ま

し

た

。 

 感

じ

ま

し

た 

「

海

は

森

の

恋

人

」
と

い

う

言

葉

も

あ

り

ま

す

が

、
海

を

守

る

役

割

と

し

て

の

森

林

の

大

切

さ

も

再

確

認

す

る

機

会

に

も

な

り

ま

し

た

。 

 

そ

の

後

、
大

平

町

仲

見

世

に

て

、
反

省

会

を

行

い

、
来

年

度

も

同

時

期

に

開

催

す

る

こ

と

が

確

認

さ

れ

ま

し

た

。
現

地

で

太

平

洋

を

見

な

が

ら

の

昼

食

交

流

会

も

あ

れ

ば

い

い

の

で

は

と

い

う

意

見

も

あ

り

ま

し

た

。
こ

の

日

は

仲

見

世

で

イ

ベ

ン

ト

も

あ

り

、

楽

し

い

一

時 

を

過

ご

し

ま

し

た

。
来

年

も

多

く

の

皆

さ

ん

の

参

加

を

お

待

ち

し

て

お

り

ま

す

。 

 

 

 

 

急 勾 配 の 現 場  青 く 光 る 太 平 洋 と 植 林  


